
(仮称)長崎市立図書館整備運営事業の客観的評価の公表について 

 
 
                                                                       長 崎 市 
 
民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律（平成１１年法律第１１７号。）第８

条に基づき、標記事業の民間事業者の選定における客観的な評価の結果を次のとおり公表します。 
 
                                             記 
１ 落札者 
    
鹿島ＴＲＣグループ 

  代 表 企 業：鹿島建設㈱ 
  設 計 企 業：㈱三菱地所設計 

（㈱安井建設設計事務所） 
  建 設 企 業：鹿島建設㈱ 

㈱上滝 
  維持管理企業 ：太平ビルサービス㈱ 

長崎菱興サービス㈱ 
  運 営 企 業：㈱図書館流通センター 

（長崎図書納入協同組合、富士通㈱） 
            ※（ ）は協力企業 
 
 
２ 落札者決定に係る経過 
 

(仮称)長崎市立図書館整備運営事業（以下「本事業」という。）の事業者選定については、地方自治法
施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の１０の２第３項に規定する総合評価一般競争入札方式

によるものとして、平成１６年１０月２９日付けで入札公告を行った。 
平成１７年１月２６日に入札を行い、平成１７年３月２７日開催の（仮称）長崎市立図書館整備運営

事業ＰＦＩ審査会（以下「審査会」という。）において、鹿島ＴＲＣグループを第１位に選定した。 
なお、審査の詳細については、審査会より市に報告のあった、別添「(仮称)長崎市立図書館整備運営
事業 提案審査報告」のとおりである。 
市は、審査会の審査結果を踏まえ、平成１７年３月３１日に鹿島ＴＲＣグループを落札者と決定した。 

 
 
３ 市が直接事業を実施する場合とＰＦＩで実施する場合の財政負担額の比較    
                    

              項 目                           金額（現在価値）            
市が直接実施する場合                    約１１，４２４百万円 
ＰＦＩ事業として実施する場合                    約 ８，２１９百万円 
市の負担軽減額                    約 ３，２０５百万円 

      ※現在価値は、平成１7年度を基準に算定している。 
                                                                          



【参考】 
 
                                市の財政負担額算定の前提条件 
 
本事業を市が直接実施する場合及びＰＦＩ事業として実施する場合の財政負担額の算定に当たり、前

提条件は次の表のとおりとした。 
なお、ＰＦＩ事業で実施する場合は、落札者となった鹿島ＴＲＣグループの提案内容を踏まえたもの

とした。 
 
 市が自ら実施する場合 ＰＦＩ方式により実施する場合 

算定対象と

なる経費等 

①開設関連費 

②設計及び建設費 

③人件費 

④維持管理・修繕費 

⑤運営費 

⑥起債償還 

⑦保険料 

 

①開設関連費 

②設計及び建設費 

③人件費 

④維持管理・修繕費 

⑤運営費 

⑥起債償還 

⑦保険料 

⑧租税公課 

⑨モニタリング費 

○設計・建設期間     2 年間 3ヶ月 

○維持管理・運営期間  15 年間 3ヶ月 

○インフレ率      0％ 

○割引率        ４％ 

条件 

○ 施設規模  

図書館専有面積部分    約 8,000 ㎡

ｺﾐｭﾆﾃｨ施設・救護ﾒﾓﾘｱﾙｺｰﾅｰ 約  600 ㎡

地下駐車場        約 2,700 ㎡

事業者の提案による 

設計及び建

設に関する

費用 

○長崎市の類似施設及び他自治体の公立

図書館の実績並びに近年の物価水準等

を基に算定。 

事業者の提案による 

維持管理・ 

運営に関す

る費用 

○ 長崎市図書センター及び他自治体の公

立図書館、類似施設の実績を基に算

定。 

事業者の提案による 

資金調達に 

関する事項 

① 起債 

② 一般財源 事業者の提案による 

 
 


